
＜パート2＞企業の取組支援  
■取組を促す動機付け   

・取組企業の紹介・顕彰・認定   

・助成金・モデル事業・入札要件・計画周知啓発  

■取組のノウハウ提供   

tアドバイザー■コンサルティング派遣  

（取組の改善、点検t評価）   

t企業間ネットワーク・交涜支援  

・セミナー■シンポジウム開催  

■実践プログラム・事例集等の作成  

＜パート3＞住民の働き方の希望と企業ニー  
ズとのマッチング  

■ライフプランニング支援（再就職支援を含む）   

・ライフイベントごとにプランニングに必要な情報提供・  

相談・研修機会を提供  

一自己啓発偶力開発・職業訓練支援＠地域0「＠職場  

■若者・母子家庭等経済的自立困難な人の就労支援  

互いのニーズを踏まえる必要  

＝自治体と企業のコワークの必要性   



地方公共団体におけるWLB支援取組  

＜パート4＞住民の仕事以外の活動に対す  
るモチベーションを高める  

■家庭  

例：・父親の子育て支援  

・ワーキングマザーの子育てネットワーク作り  

■地域  

例：・家族で参加できる地域活動の充実  

■現役就労者（若者・独身を含む）が気軽に参加  

できるボランティア活動の工夫（時間帯■非継続）  
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＜ポイント＞  

仕事と生活の調和の現状や必要性は地域  

によって異なることから、その推進に際しては、  

地方公共団体が自らの創意工夫のもとに、  

地域の実情に応じた展開を図る。  

～WLB憲章より  

30   



WLB参考データ  

■各自治体ごとに、同じようなデータを取って   

みては？  
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独身男女も、仕事と生活の′くランスをとりたいと考えているが、希望通りに  
っていない。  

◆女性：独身有業（n＝691）  

0・7  

¶Ⅵ⊥  

＜希望＞  

＜現実＞  

0‰  川％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％   100％   

◆男性：独身有業（∩＝1140）  

＜希望＞  

＜現実＞  

0％   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％   100％  

囲仕事優先  国仕事と家事優先  田仕事とプライベート優先  
口仕軒家事・プライベートを両立口家事優先  口家事とプライベート優先  
国プライベートな時間優先  

（備考）「生活の中での、仕事・家事（育児）・プライベートな時間（趣味など）の優先度についておうかがいします。『現実』としての偉先度と、  
『希望』」の優先度について、あなたのお考えや現状に最も近いものを、1つずつお選び下さい」への回答。   

資料二少子化と男女共同参画に関する専門調査会「少子化と男女共同参画に関する意識調査」（平成18年）より作成。  
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介護や高齢期、学習活動のために「短時間正社員」を希望した  

いとする人が  女ともに  
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1－ 

（備考）地域・年齢・性別等による一定の分布基準（国勢調査の構成比）から抽出した、20～50歳代の男女各1，250人を対象  

とした、国民各層の多様な働き方の選択に関する意識やニーズの実戦、企業における多様な就業形態に関する制度の  
導入状況と、今後の導入意向について把握するための調査   

資料：厚生労働省「多様就業型ワークシェアリング制度導入意識調査・制度導入実態調査」（平成16年）より作成  
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【男性＝夫婦ともに正社員】職場の両立しやすさと特徴   【女性：夫婦ともに正社員】職場の両立しやすさと特徴  

生活時間の確保に配慮している  

男女の区別なく昇進・昇格できる  

残業や休日出勤が少ない  

子育てをしながら働く女性がいる  

やりがいのある仕事ができる   

ルックス等、柔軟に働ける環境がある  

子育て支援制度が活用できる  

趣味と両立させている男性がいる  

女性の先輩や管理職が多くいる  

いずれもあてはまらない  

子育て支援制度が活用できる  

子育てをしながら働く女性がいる  

残業や休日出勤が少ない  

生活時間の確保に配慮している  

男女の区別なく昇進・昇格できる  

女性の先輩や管理職が多くいる  

やりがいのある仕事ができる   

フレックス等、柔軟に働ける環境がある  

趣味と両立させている男性がいる  

いずれもあてはまらない  
43．0  」  

％  

0＿010．020．030＿040＿050．060．訝  

劫両立しやすさ：そう思う・ややそう思う  
1  

ロ牢乎しやすき二号き翠わ写り・あまりそう鱒些聖  

0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0  

固両立しやすさ＝そう思う・ややそう思う  1  

口両立しやすさ：そう思わない・あまりそう思わない  

出所  （財）こども未来財団  平成20年3月   

環境改善のための取組に対するニーズ  
【環境改善推進のための取組ニーズ（職場に必要だと思う取組）】  

の時間で仕事を終えるエ夫  

長時間残業の縮減  

多様な働き方を認める雰囲気  

管理職に対する研修  

定期的な社員のニーズ調査  

調整担当者の配置   

成果で仕事を評価する意識の浸透  

仕事のみを最優先とする意識の変革   

早朝・夜間の会議や会合の禁止  

定期的な労使間の話し合いの機会  

チームで仕事を進め情報を共有する  

フルタイムとハ○－トタイムの処遇の均衡  

その他  

いずれもない  

0，0 10．0  20．0  30．0  40．0  50，0  
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出所  （財）こども未来財団「企業にお  




